
NTTコムウェア株式会社 様

日本の通信ネットワークを支えるNTTグループの基幹システムを
はじめとする各種情報システムの設計・開発・運用・保守を担う
NTTコムウェア株式会社（以下 NTTコムウェア）では、「協働者
セキュリティマネジメントシステム」のシンクライアントへの移行
に際し、協働者の本人認証に使用していた生体認証用装置に、指
静脈認証システム「静紋J300」を採用しました。

NTTコムウェアでは、2014年４月のWindows XPのサービス終了に備え、
これまでWindows XPと指紋認証装置によって運用してきた「協働者セキュ
リティマネジメントシステム」のリプレースを計画していました。また、この見直
しを機会に、2008年から社内のICTコスト削減のために進められていたシン
クライアントへの移行を、この「協働者セキュリティマネジメントシステム」の
認証端末にも適用することを検討していました。その背景について、今回の
プロジェクトの業務主幹である購買部の須黒氏にお聞きしました。

「『協働者セキュリティマネジメントシステム』は、NTTグループ全体のSOX
法への取り組みを強化していくことを受け、弊社が定めた『全体的IT統制規
程』に応じて、業務委託先のセキュリティ管理を強化するシステムとして購買
部が主管となり、全社に導入しました。2010年11月から運用してきたこのシ
ステムでは、数百人を対象とする本人確認に指紋認証装置を利用していま
したが、社内のシンクライアント拡大の方針が打ち出されていたところに、
Windows XPのサービス終了が決まったため、社内のクラウド基盤を活用し
てリプレースを検討することになりました」（須黒氏）。

リプレースにあたっては、まず従来利用して
いた指紋認証装置がシンクライアントでも
使えるかをテストしました。

ところが、この検証で指紋認証装置がシンクライアントに対応していないこと
が分かったため、新たな認証システムの選定も検討課題の一つとなりました。

「指紋認証に代わる生体認証システムとして『静紋』を検証するきっかけ
となったのは、弊社の開発用クラウド基盤の検討でお世話になっていた
アクア社※1からの提案でした。」と、その経緯を語ってくださったのは、サービ
ス事業本部の臼田氏。

「シンクライアント（NComputing社の仮想化デバイス『L300』）にも適応し
ていますということで検証してみると、社内のVDI※2環境で問題なく動作した
ので開発部門にも伝えました。『静紋』のほかにもいくつかの生体認証シス
テムを机上検討した上で『静紋 ＪＳ１』と『静紋J300』を実機検証しました。
弊社のVDI環境にプラグインできる事が確認できた『静紋J300』を採用しま
した。Windows XPのサービス終了に間に合わせることと、コスト面で、今回
のプロジェクト予算内に収まることが重要でしたね」（臼田氏）。

また、新たな認証システムに求めていた機能的な要件について、アプリケー
ションの開発主管であるエンタープライズビジネス事業本部　第二ビジネス部
開発部門の藤原氏にお聞きすると。

「クライアント側に認証用ソフトウェアやデバイスドライバを入れる方式が
一般的ですが、クライアント端末に全くソフトウェアがない方式で使える、
『L300』と『静紋J300』の組み合わせが良かったですね。L300での社内
VDI環境への接続方式が確立できていたことで開発計画が立てやすくな
りましたし、開発部門としては、『静紋J300』は認証レベルが調整できると
いう機能も選定の理由になりました」（藤原氏）。
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導入の背景・従来からの課題

全社方針であるシンクライアントの利用拡大と、
Windows XPのサポート終了への対応がきっかけに。 選定までの経緯

クラウド環境への適応を実際に検証。コスト面での条件もクリア。
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導入事例指静脈認証システム 静紋J300

社内の協働者セキュリティマネジメント
システムにおいて、シンクライアントに
適応する本人認証システムとして
静紋J300を導入。

※1  Ncomputing社製「L300」代理店  http://www.sa-aqua.co.jp/
※2  Virtual Desktop Infrastructure の略で、クライアントPCを、データセンター内のサーバ上の仮想マシン
　　 としてホスティングする方式



2013年10月からのプレ検討期間を経て、11月末に「静紋J300」の採用
が正式に決定しました。

「導入決定後のアプリケーション開発は順調でした。その要因としては、プレ
検討がうまくいったことが大きかったと思います。この段階で、日立ソリューシ
ョンズからの情報提供により効果的に検証が進み、その後も手戻りがありま
せんでした。今回の開発には、『協働者セキュリティマネジメントシステム』の
ユーザビリティ向上の課題もあったので、アプリケーションの機能改善も実
行しましたが、全体的に開発は非常にスムースに進みました」（藤原氏）。

「開発の際には、生体認証を動かすための既存のアプリケーションを『静紋
J300』に入れ替えていくという作業がありました。その際に、日立ソリューショ
ンズの協力もあって、『静紋J300』がクラウド環境できちんと利用できること
をNTTコムウェア側で、あらかじめ検証できたことが、システム開発の順調さ
の要因になりました。また、『静紋ソフトウェア開発キット』を活用することで、
『協働者セキュリティマネジメントシステム』のソースコードの全面的な流用が

可能となり、開発からサービス開始まで3ヶ月
を切る短期導入を実現しました」（臼田氏）。

2014年２月、プロジェクトに課せられていた期限をクリアして、「静紋J300」
で本人確認を行う「協働者セキュリティマネジメントシステム」が社内クラウド
での利用を開始しました。

「今まではシステムの利用者自身がファットクライアントのメンテナンスや管
理作業を行っていました。今後はクラウドを管理しているサービス事業本部
で集約して行うため、システム全体としての運用費が削減できています。
また、導入後、本人認証の際の読み取りエラーやストレスがなくなり、使いや
すくなったと利用者にも好評です」（臼田氏）。

「そうですね。反応がいいという声は確かに聞こえてきています。また、指先を
怪我してしまったとき、指紋だと認証が難しくなってしまいますが、『静紋J300』

では認証できることなどが新しいメリットだと思っています。私たちとしては、常
にシステムのセキュリティレベルを上げるということを考えていますので、今
回の『静紋J300』導入によって、認証が、より正確になって、セキュリティの
レベルをさらに高められたことも効果の一つと考えています」（須黒氏）。

今回のプロジェクトで構築した認証システムやクラウド基盤の今後の活用イ
メージと、「静紋」や日立ソリューションズへの要望などを、伺いました。

「今回のシステムの評判が広がれば、他のシステムにも適用という話が出てくる
と思うので、『静紋』には、より汎用性を高めていって欲しいですね。これからも、
そうしたバージョンアップや新製品の情報はぜひ知らせてください」（藤原氏）。

「今回は導入期間短縮のため、既存の社内クラウド基盤を活用しましたが、
弊社が独自に取り組んでいる排熱式データセンターを活用すれば、さらなる
運用費の削減が図れます。2014年度は地域会社への利用拡大も予定さ
れているので、そのタイミングでクラウド基盤の移設も検討していきたいと思
います。また、今回はアプリケーションの認証に『静紋J300』を導入しました
が、個人情報やシステム情報などの高度な情報セキュリティを必要とする業
務ではWindows端末へのログイン時に生体認証を必要とするケースも多
いと思います。そういったニーズに対する検証も行って、お客さまへの提案に
つなげられればと思っています」（臼田氏）。

「今回は、本社系システムに『静紋J300』を導入しましたが、これからはグ
ループ内への展開も考えています。その際にはまた、日立ソリューションズ
にはサポートとご協力をよろしくお願いします」（須黒氏）。
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導入時の取り組み

プレ検討で動作を確認できたことが、その後の
スムーズな開発の要因に。

今後の展望

全国の拠点への展開を予定。
「静紋J300」のさらなる汎用性向上に期待。

導入後の効果

読み取り時のストレス軽減が利用者に好評。
認証精度の向上でセキュリティも強化。

※3  NTTコムウェアが提供するエンタープライズ向けクラウドサービス
　　 http://www.nttcom.co.jp/smartcloud/

仮想デスクトップ
■システム概要図
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データセンタ内
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※本事例の内容は2014年4月以前の情報です。 ※本文中の会社名、商品名は各社の商標、または登録商標です。 
※本文中および図中では、TMマーク、®マークは表記しておりません。 ※製品の仕様は、改良のため、予告なく変
更する場合があります。 ※本製品を輸出される場合には、外国為替及び外国貿易法ならびに米国の輸出管理関
連法規などの規制をご確認の上、必要な手続きをお取りください。なお、ご不明な場合は、当社担当営業にお問い
合わせください。 ※本文中の情報は、事例作成時点のものです。

本事例のwebページはこちら
www.hitachi-solutions.co.jp/johmon/case08/

本カタログ掲載商品・サービスの詳細情報
www.hitachi-solutions.co.jp/johmon/

J14K-07-01 2014.04

株式会社 日立ソリューションズ
www.hitachi-solutions.co.jp


